


























































構造計算例 

 
 

ただし、𝜙 ≥ 𝛽であることと(クーロンの土圧公式の適用範囲)、 
本計算では背面土が水平（𝛽＝0）として計算を進める。 𝜙=25【°】 𝛼＝0【°】 𝛽＝0【°】背面土が水平であるので 0°とする。 

𝛿＝12.5【°】常時の計算で、擁壁背面に石油系素材の透水マットを使用しているため𝛿 =   =
   = 12.5°とする。（裏込砕石の場合は𝛿 =    とする）     𝛾＝18【kN/㎥】 𝐻＝2.2【m】注意！竪壁の高さ 𝑞＝10【kN/㎡】 

ℎ＝  ＝    ＝0.56【m】 

25° ≥ 0°でありクーロンの土圧公式が適用できるとして 

𝐾 = 𝑐𝑜𝑠  (𝜙 − 𝛼)
𝑐𝑜𝑠  𝛼 ∙ 𝑐𝑜𝑠(𝛼 + 𝛿)  1 +  𝑠𝑖𝑛(𝜙 + 𝛿)𝑠𝑖𝑛(𝜙 − 𝛽)𝑐𝑜𝑠(𝛼 + 𝛿)𝑐𝑜𝑠(𝛼 − 𝛽)  

= 𝑐𝑜𝑠  (25°)𝑐𝑜𝑠  0° ∙ 𝑐𝑜𝑠(0° + 12.5°)  1 +  𝑠𝑖𝑛(25° + 12.5°)𝑠𝑖𝑛(25° − 0°)𝑐𝑜𝑠(0° + 12.5°)𝑐𝑜𝑠(0° − 0°)   
= 𝑐𝑜𝑠  (30°)1 ∙ 𝑐𝑜𝑠(12.5°) ∙  1 +  𝑠𝑖𝑛(37.5°)𝑠𝑖𝑛(25°)𝑐𝑜𝑠(12.5°) ∙ 1   = 0.8211 ∙ 0.976 ∙  1 +  0.609 ∙ 0.4230.976 ∙ 1   
= 0.367 

よって主働土圧は 𝑃 =   𝐾 𝛾(𝐻 + ℎ) =   ∙ 0.367 ∙ 18 ∙ (2.20 + 0.56) = 25.161【kN/m】 𝑃  = 𝑃 cos(𝛿) = 25.161 × cos  12.5° = 24.565【kN/m】 

𝑃  = 𝑃 sin(𝛿) = 25.161 × sin (12.5°)  = 5.446【kN/m】 

 
 
 
 
























